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要旨 本研究では、先行研究で示された J1 リーグ観戦者の観戦動機と観戦頻度の因果関係が J3
リーグ観戦者においても同様に見いだせるのか、更に観戦頻度によって観戦動機因子にどのような
違いが見いだせるのか、質問紙調査を行った。その結果、J1 - J3 リーグ観戦者間の観戦因果構造
に一定の近似性が見られ、又、観戦頻度によって観戦動機因子の一部が有意に異なることが明らか
になった。これらの検討結果から、観戦頻度を考慮したマーケティングの重要性が再認識された。
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第１章 はじめに 
近年、世界各国でスポーツ産業の市場規模が拡大している。例えば、米国では国内スポーツ総
生産（名目 GDSP）が 2013 年時点で対 GDP 比 2.8％、48 兆 5000 億円まで増加し（日本政策投資
銀行, 2015; 庄子ら, 2016）、自動車産業の市場を上回る規模となった。そこでわが国でも、衰退傾
向にある国内経済において、スポーツ産業を成長産業の１つとして位置づけようとする機運が高ま






に行われ、多様な測定尺度が開発されてきた（Sloan, 1989; Wann, 1995; Kahle et al, 1996; Milne 
and McDonald, 1999; Trail and James, 2001; Funk et al, 2001）。例えば、Sloan（1989）は、健康増進




















しかし、本尺度の開発にあたって用いられた 1998 年当時のデータは、J2、J3 リーグ発足前であ
ったことから、J2 や J3 リーグ観戦者に対する本尺度の適用性は不明である。そこで本研究では、











                               仲澤ら（2014）による図表を一部修正 
 
図１ J リーグ観戦者の観戦動機因子と観戦頻度の因果関係 





調査は、令和 1 年 9 月 15 日（日）、長野 U スタジアムで行われた AC 長野パルセイロ対藤枝
MYFC の試合会場にて実施した。調査時間は、開場後の 15：00 から試合開始 15 分前までの 16：






















確認的因子分析、パス解析、多集団同時分析は、いずれも IBM SPSS AMOS 25 を用いた。ま




回収調査票数は 103 票（回収率 100%）であったが、欠損値がある 13 票、および AC 長野パル
セイロ非応援者の回答 5 票を分析対象から除外した。その結果、有効回答数は 85 票（有効回答




（男性 54.0%、女性 46.0%）と比較すると女性の割合が多い結果となった。一方、平均年齢は 48.2
歳であり、先行研究（27.53 歳）と比較すると平均年齢が高い結果となった。 
観戦回数の平均は M=10.08（SD=4.58）であった。観戦回数別に分類すると、図２で示すように、
12 回が最多で 28 名（32.9％）、続いて 10 回が 15 名（17.6％）、7 回が 8 名（9.4％）、3 回と 11 回が
各 5 名（5.9％）などの構成となった。観戦回数の平均値が 10.08 回であったことから、本研究では、
10 回以下を「観戦回数（低）」群、11 回以上を「観戦回数（高）」群に分類した。各群のサンプル数













技の審美性（M=5.86, SD=.79）、選手への愛着（M=3.29, SD=1.41）、サッカーへの愛着（M=5.00, 
SD=1.28）、クラブへの愛着（M=5.92, SD=1.11）となり、各尺度の平均値および標準偏差は先行研
n % n % n % n %
性別 レプリカユニフォーム着用の有無
男性 18 21.2% 18 21.2% ﾕﾆﾌｫｰﾑ着用あり 24 28.2% 29 34.1%
女性 25 29.4% 24 28.2% ﾕﾆﾌｫｰﾑ着用なし 19 22.4% 13 15.3%
年齢層（平均=47.9 ; 標準偏差=13.5） 応援席の場所
0〜9歳 1 1.2% 0 0.0% ゴール裏 12 14.1% 14 16.5%
10〜19歳 2 2.4% 1 1.2% ゴール裏以外 31 36.5% 28 32.9%
20〜29歳 2 2.4% 2 2.4% 応援選手の有無
30〜39歳 6 7.1% 4 4.7% 応援選手あり 26 30.6% 30 35.3%
40〜49歳 16 18.8% 11 12.9% 応援選手なし 17 20.0% 12 14.1%
50〜59歳 8 9.4% 17 20.0%
60〜69歳 6 7.1% 5 5.9%





観戦回数（低）    観戦回数（高） 










値.50 を下回っていることから項目から除外することを検討したが（Hair et al, 2006）、１因子２項目以
下の因子解釈は避けることが望ましいことから（尾崎ら, 2011）、本研究では除外しなかった。この初
期モデルでは、地域の誇りと競技の審美性の因子間において、先行研究同様強い正の相関（.78）
が見られたが、適合度指標はχ2 = 203.383, df = 120, p < .001, GFI = .802, AGFI = .717, CFI = .865, 
RMSEA = .091, AIC = 305.383 とややあてはまりのよくない結果となった。更に、ドラマ性と地域の
誇り、ドラマ性とサッカーへの愛着、ドラマ性とクラブへの愛着、選手への愛着とクラブへの愛着の








パス係数が低く且つ有意ではなく、適合度指標がχ2 = 9.813, df = 5, n.s., GFI = .969, AGFI = .829, 
CFI = .956, RMSEA = .107, AIC = 55.813 となった。そこで、これらのパスを削除し、再度分析したと
ころ、CFI = .969、RMSEA = .076 となって先行研究（CFI = .92, RMSEA = .070）に近似し、AIC は
52.426 へと低下した。又、ドラマ性、サッカーへの愛着はクラブへの愛着に有意な影響を示さなか
ったが、先行研究同様、競技への審美性からクラブへの愛着は有意な正の影響（p < .05）を示し、
クラブへの愛着から観戦回数も有意な正の影響（p < .001）を示した。図４に最終的なモデルを示す。 
表２ 観戦動機下位尺度の記述統計 
 
M SD 最小値 最大値 歪度 尖度 α
1 ドラマ性 4.86 1.28 1 7 -.61 .00 .66
2 地域の誇り 5.56 1.00 3 7 -.33 -.48 .78
3 競技の審美性 5.86 .79 3 7 -.75 1.14 .57
4 選手への愛着 3.29 1.41 1 7 .35 -.54 .78
5 サッカーへの愛着 5.00 1.28 2 7 -.23 -.61 .77
6 クラブへの愛着 5.92 1.11 2 7 -1.05 1.02 .93















2 J リーグのクラブは、そのホームタウン地域の重要なシンボルである .37
8 J リーグのクラブは、そのホームタウン地域のステイタスを上げている .78
14 J リーグのクラブは、そのホームタウン地域のイメージを向上させている .83
3 私は、試合中の選手たちの素晴らしいプレイを楽しんでいる .46

















因子間相関 A B C D E F
A ー
B .43 * ー
C .62 * .78 ** ー
D .48 * .41 ** .75 ** ー
E .30 .44 ** .66 ** .42 ** ー
F .07 .37 ** .47 * .02 .33 ** ー
A:ドラマ性, B:地域の誇り, C:競技の審美性, D:選手への愛着, E:サッカーへの愛着, F:クラブへの愛着
数値は標準化推定値である
χ
2 = 203.383, df = 120, p  < .001, GFI = .802,  AGFI = .717, CFI = .865, RMSEA = .091, AIC = 305.383
*P < .05, **P < .01, ***P < .001 
 



















図５ 多母集団同時分析結果  観戦回数（低）群 
M SD M SD
ドラマ性 4.91 1.26 4.82 1.31 .7
地域の誇り 5.58 1.01 5.54 1. .86
競技の審美性 5.85 .72 5.87 .87 .49
選手への愛着 3.41 1.38 3.17 1.46 .32
サッカーへの愛着 4.85 1.25 5.15 1.31 .34
クラブへの愛着 5.44 1.22 6.42 .72 .00


































*P < .05, **P < .01, ***P < .001 
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SUMMARY 
The purpose of this study is to clarify the causal relationship between the watching motivation factors and 
the watching frequency in J3 league spectators and to compare the difference in the causal relationship 
depending on the watching frequency. As a result of the investigation, there was some consistency in the 
causal structure of spectators between the J1 and J3 leagues, and it became clear that some of the motivation 
factors differed significantly depending on the frequency of watching. 
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